
           植村:ゼ ラチンゼリーの光彊性試験片製作について

日21時以後翌6時 迄の間に測定した.そ れでも停電のナニめ室しく時隅を過 した事 もあつた,此

の様な次第 で充分研究を進 め得 なかつたのは遺憾である.

   ゼ ラチ ンゼ リ」の光弾性試験片製作 について

              植  村  吉 ㌧ 明

 ゼラチンぜり・一の試験片を用いて物禮の攣形過程を光弾性法により槻測1『ると,共 の内部慮

力の分布攣化 も同時に測定せ られる.な おその時の試験片 と型 との加巫面 に於ける動摩擦係数

の測定法 については前回(1)報告 した.

 今回 この攣形可能 なゼ ラチンゼ リーの光弾性試験片を造 る基準を得たので,こ れについて報

告する.

      第 1 團        光弾性試験は二重屈折性の利用にあるので,そ の試

   ¢.  ".、J-♂ 凝 験片ば特殊の場合を1腰 等雄 にする嬢 肋 る・そ

罐 繋灘欝
    0 10 20 30 砂  を水中よりすくい採る方法がある.第2圖 に示す様に

     一 鰯 漁 料 一艶 含糧 厳 噸 盈度。於噺 際 共に繍 するのでゼ

ラチンの多い試瞼片を唯一つ作 るのには良い方法ではあるが,然 し同 じ試材を多数製作するの

は困難である・

 次は膨潤時問であるが目で視て一様に膨潤するには温度により異なるも約5～6時i罰を要する

この際.ゼ ラチンの罷積上曾加は第3圖 に示す様に速であるので水は必す所要ゼラチン原料の中

え注入すぺきであ る.な おゼラチン30%以 上の ものを製作 するためには注入水{儘は10℃以下で
       じ

ある事を必要 とする.製 作容易なるゼラチン濃憂は20～25%程 変であり,著 者は常に此の値を

採用 している.            .

 次に膨潤を終つたゼ ラチンを溶解する.こ の際庇時闇煮 ると憂質すると云われている(2切で

60℃程度,時 間は溶液の温度分布を考慮し常に1時 聞と定めて温水バスで加熱する.こ の場合

                   (93)
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ゼラチン容器 よ低氣雁にして氣泡が淺るのを防いでいる.

次はゼリーを作る型であるが      第2Lコ

現在行つている光弾性試験法は   亙
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1灘灘繕 焦胤
ン紙を水張 りす棚 、より・。糎   膨 潤 時F'・R "

×20糎以上の廣 さの試片で も容
                      易に型より取bは すしで与らる.

        第3.固    ・ なお流し型の間隙酌 ゼラチン溶液酬
   ㏄.

!ii.耳環臼 糠驚 繋1甕纏 摂薫隠

難 鱗1鵬1
   00204・r6・8。1・ ・i2・bい 劔 ナイフを實験に使用す磁 翻 ・叉

        膨 潤 爵 闇 一 申 齢 水等で絶 えす潤 し淀 木・ コンパス・
                      典の他基準型を用い切 り出す,

 以上により大なる墾形能 を有する光弾性試駄片を容 易に製作し得 られる.こ の條件に於て製

作 したる濃度25%の ゼラチンゼリーは攣形量0.7;,温 斐1斗,5℃iこ於 て厚 さ8粍の試瞼片 に現 われ

る縞次数は7.8程度である.温 度係数は大 きく夏季300Cに 至 ると30%濃 度の溶液 にて5日 間放置

してみたるも光弾性賀験の観ll!11には不浦足であつた.こ の性質は研究 口的によつては欲黙 とも

なる,從 つてその場 含は添加物による庭理法を工夫する必要がある.

 以上により製作法の概違を絡るも,ゼ ラチンゼ リーは廣範園の弾性艦であ り,そ れを攣 形せ

しめて生起 される勢噺悪力の獲生方向を槻測するに1よ他の種 々の試験材(3)よりは適 しているの

で日下線引加工の考察實験を實施中である.

  、  1             (94)
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     》 結 晶水 の偏 光赤 外線 吸牧 スペ ク トル

              四 手 井 綱 彦

           第 1 圖       「 、    X線 廻析の研究に依つて硫酸猛

   の結晶水はSO1イ オンの(=域は水

  分子概 の間に螺 結合酢 つて

   い る こ とが 明 に されて い る,こ れ

 
   らの 結 品 水 の赤 外線 吸 牧 スペ ク ト

   ル は その酸 素 閲 距 離 に韮1慮 した振

   動 スペ ク トル を示 す こ とは既 に そ

   の概 要 を報 告 した(1)その 中CaSO4・

  2H2C汲CdSO4ラ 須 ∫20の 結 品水 は

   ()Hの 倍 振 動 の現 れ る領 域 に1.48μ

   及L55μ の 二 つ の 吸牧 帯 を もつ て

   い る・ これ らの結 晶 水 は い す れ も

 、 同 等 な結 品構…造 を もち(2)酸素 聞距

   離 の 和違 に依 て二 っ の吸 牧 帯 が 現

               れ る もの とは考 え られ ない.こ の

黙 を明 に す る爲 に 偏光 近 赤 外線 の吸 牧 スペ ク トルを 調べ た.試 料 はCtしSO421r20の 天 然 結 晶 を

用 い そのi考開面(OIO)に 光 を直 角 に通 過 せ しめた.偏 光 子 として は ニ コル プ リズ ム を用 い た.

偏 光 面 と結 晶 の 軸 との 聞 の 角度 を攣 えて吸 牧 を調 べ る とce 1圖 に示 す 様 に二 つ の吸 牧 帯 は共 祁

封 強度 を攣 化 す る.圖 に於 て1,巫,m'皿 は夫 々a軸 との 角ee450,卒 行,60。 及100。で あ る.

1,48μは角 受 略35Dの とき強 度 最 大 とな り1三55μは この方 向 と略85Qの 方 向 で 張 鹿最 大 とな る.第2
                  ノ

圖 に結 晶 構 造 の(010)へ の}窒影 を示 した(2).圖 の 四角 形}S( o.tの 四面 艦 を ◎ はiとCaの 重 りを黒

貼 は水 分 子 の0の 位 置 を示 す,鮎 線 は 水 分 子 の結 合 方向 を現 して い る.圏 よ り明 か な様 に1.48μ

最 大 の 方 向(fi)は 水 分 子 の双 極 子 の投 影 の方 向 と略zド行 で あ り1,55μは これ と 略 直 角 の 方 向(m

                    (95)


